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親
子
で
ふ
れ
あ
い
、幼
児
期
の
運
動
能
力
を
向
上

南
あ
わ
じ
市
子
育
て
力
向
上
推
進
協
議
会

八
木
地
区
地
域
づ
く
り
協
議
会

後
世
に
伝
え
る「
八
木
の
歴
史
探
訪
」を
発
行

淡
路
人
形
座
・
人
形
浄
瑠
璃
記
念
館
が
二
つ
星
★
★

ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド
兵
庫
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

気
軽
に
広
報
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
43
・
５
２
０
４（
秘
書
課
）

おめでとう

▲淡路人形浄瑠璃記念館で公演を行っている淡路人形座

▲開園日、水仙娘から来園者に切り花
　をプレゼント

▲水仙が咲き誇り、甘く柔らかな香りが漂う園内

▲曲に合わせて踊り、動作の質の向上を促す参加者

▲タオルを使って親子で楽しみながら運動

斜
面
一
面
に
咲
き
誇
る
水
仙

日
本
水
仙
三
大
自
生
地
「
灘
黒
岩
水
仙
郷
」

▲「八木の歴史探訪」を発行した
　八木地区地域づくり協議会

賀
集
小
学
校
の
竹
原
さ
ん
、西
山
く
ん
が
入
賞

「
ふ
る
さ
と
の
田
ん
ぼ
と
水
」
子
ど
も
絵
画
展
２
０
１
６

【
農
業
振
興
】

上
村
　
邦
弘 

さ
ん（
北
阿
万
）

清
川
　
浩
平 

さ
ん（
広
田
）

福
永
　
英
美 

さ
ん（
市
）

木
曽
　
耕
造 

さ
ん（
倭
文
）

◆
農
林
水
産
功
労
賞

い
ず
み
会 

長
田
グ
ル
ー
プ

◆
兵
庫
県
く
す
の
き
賞

◆
兵
庫
県
こ
う
の
と
り
賞

【
地
域
活
動
・
更
生
保
護
女
性
会
】

久
米
　
　
忍 

さ
ん
（
賀
集
）

豊
田
　
八
千
代 

さ
ん（
志
知
）

【
食
生
活
改
善
活
動
・
い
ず
み
会
】

藤
本
　
郁
子 

さ
ん（
阿
万
）

河
端
　
貴
子 

さ
ん（
松
帆
）

 

兵
庫
県
表
彰

◆
兵
庫
県
自
治
賞

【
地
方
自
治
振
興
・
連
合
自
治
会
】

溝
口
　
　
薫 

さ
ん（
福
良
）

木
田
　
　
健 

さ
ん（
福
良
）

【
女
性
活
動
振
興
・
更
生
保
護
女
性
会
】

榎
本
　
小
代
子 

さ
ん（
市
）

◆
み
ど
り
の
章

【
環
境
美
化
・
花
づ
く
り
活
動
】

増
井
　
ふ
み
ゑ 

さ
ん（
福
良
）

髙
木
　
え
い
子 

さ
ん（
松
帆
）

田
村
　
冨
美 

さ
ん（
八
木
）

越
久
田
　
美
津
子 

さ
ん（
広
田
）

【
農
業
振
興
】

伊
吹
　
榮
子 

さ
ん（
松
帆
）

【
水
産
振
興
】

杉
谷
　
富
弘 

さ
ん（
湊
）

 

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

谷
口
　
啓
一 

さ
ん（
福
良
）

◆
社
会
福
祉
事
業
関
係
団
体
功
労
者
表
彰

　

谷
口
啓
一
さ
ん
は
、

南
あ
わ
じ
市
社
会
福
祉

協
議
会
長
を
は
じ
め
県

協
議
会
の
役
職
を
歴
任

さ
れ
ま
し
た
。
長
年
に

わ
た
り
高
齢
者
福
祉
の

充
実
と
地
域
特
性
を
活

か
し
た
社
会
福
祉
事
業

の
運
営
に
取
り
組
ま
れ

て
地
域
福
祉
の
向
上
に

尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認

め
ら
れ
、
厚
生
労
働
大

臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　

全
国
水
土
里
ネ
ッ
ト
（
全
国
土

地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
）
が
主

催
す
る
「『
ふ
る
さ
と
の
田
ん
ぼ

と
水
』
子
ど
も
絵
画
展
２
０
１
６
」

で
、
賀
集
小
学
校
４
年
生
の
竹
原

未
記
さ
ん
と
、
同
小
２
年
生
の
西

山
青
磨
く
ん
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　

同
絵
画
展
は
、
子
ど
も
た
ち

が
田
ん
ぼ
や
た
め
池
、
農
作
業
風

景
を
描
く
未
発
表
の
作
品
が
対
象

で
、
全
国
か
ら
７
８
７
９
点
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

竹
原
さ
ん
は
、
た
め
池
の
水
を

抜
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち

が
掃
除
を
し
て
い
る
様
子
と
、

カ
メ
や
ザ
リ
ガ
ニ
な
ど
を
見

つ
け
微
笑
ん
で
い
る
人
物
を

描
い
た
「
み
ん
な
で
か
い
ぼ

り
」
を
出
展
し
、
最
優
秀
賞

の
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
西
山
く
ん
は
、

夏
休
み
に
祖
父
と
ス
イ
カ
や

ト
マ
ト
を
収
穫
し
た
様
子
を

描
い
た
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と

農
作
業
～
楽
し
か
っ
た
収
穫

～
」
を
出
展
し
、
全
国
農
業

協
同
組
合
中
央
会
長
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

（
右
）
竹
原 

未み

き記
さ
ん
（
賀
集
小
４
年
）

（
左
）
西
山 

青は
る
ま磨

く
ん
（
賀
集
小
２
年
）

　

地
区
の
歴
史
と
文
化
を
後
世
に

伝
え
よ
う
と
、
八
木
地
区
地
域
づ

く
り
協
議
会
（
堀
部
繁
樹
会
長
）

は
、
地
区
内
に
あ
る
文
化
財
・
史

跡
等
を
ま
と
め
た
歴
史
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
「
八
木
の
歴
史
探
訪
」

を
こ
の
た
び
発
行
し
ま
し
た
。

　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
小
学
生

に
も
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
、
八

木
と
同
じ
読
み
方
の
動
物
ヤ・

・ギ

す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
解
説
を

箇
条
書
き
に
し
、
読
み
や
す
く
工

夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
０
部
作
成
さ
れ
た
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
は
、
同
地
区
の
自
治
会

や
八
木
小
学
校
を
通
じ
て
地
域
の

各
世
帯
に
配
布
さ
れ
た
ほ
か
、
市

民
の
方
々
が
閲
覧
で
き
る
よ
う
に

各
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
や
図
書
館

な
ど
に
も
配
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、

同
地
区
に
住
む
自
治
会
未
加
入
世

帯
の
人
に
は
、
八
木
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
等
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

問
八
木
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　

☎
42
・
５
９
５
６

　

日
本
ミ
シ
ュ
ラ
ン
タ
イ
ヤ
株
式

会
社
は
、
こ
の
た
び
外
国
人
観
光

客
向
け
に
英
語
及
び
フ
ラ
ン
ス
語

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト「
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・

グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド
兵
庫
Ｗ
Ｅ
Ｂ

版
」
を
開
設
し
、県
下
の
観
光
地
・

観
光
施
設
を
59
か
所
紹
介
。
三
つ

星
の
姫
路
城
に
続
い
て
、
淡
路
人

形
座
・
人
形
浄
瑠
璃
記
念
館
が
二

つ
星
で
紹
介
さ
れ
、
外
国
人
旅
行

者
の
増
加
に
つ
な
が
る
と
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

同
社
は
、
旅
行
者
が
充
実
し
た

旅
を
楽
し
め
る
よ
う
に
、
２
０
０
９

年
に
日
本
版
の
グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド

を
初
発
行
。
兵
庫
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
で
は
、

フ
ラ
ン
ス
の
編
集
者
が
現
地
取
材

し
、
日
本
版
の
掲
載
施
設
に
加
え
、

新
た
に
23
か
所
の
観
光
施
設
等
が

追
加
さ
れ
て
い
ま
す
。　

☆
☆

摩耶山掬星台展望台、明石海峡大橋と舞
子海上プロムナード、神戸市立博物館、竹
中大工道具館、城崎温泉、日本玩具博物
館、淡路人形座・人形浄瑠璃記念館

☆
六甲山天覧台、圓教寺、生野銀山、竹田城
跡、本福寺と水御堂、野島断層保存館と北
淡震災記念公園など20か所

☆
な
し

有馬温泉、南京町、布引ハーブガーデン、
鉄人28号、淡路島、淡路夢舞台と百段苑、
伊弉諾神宮、洲本城、うずの丘大鳴門橋
記念館と橋の眺めなど31か所

▼掲載されている主な施設　※三つ星は姫路城のみ

※太字黒字は淡路島内、太字青字は南あわじ市内

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
や

ぎ
じ
い
」
が
案
内
役
に

登
場
し
、
国
分
寺
や
成

相
寺
、
養
宜
館
跡
、
国

分
尼
寺
跡
、
安
国
寺
跡

な
ど
数
多
く
の
文
化
財

や
史
跡
等
を
地
図
と
写

真
で
紹
介
し
て
い
ま

　

淡
路
島
の
冬
の
風
物
詩
で
あ

る
「
灘
黒
岩
水
仙
郷
」
が
12
月

22
日
に
開
園
。
１
月
上
旬
か
ら

見
頃
を
迎
え
、
１
月
23
日
ま
で
に

１
万
８
１
１
３
人
の
来
園
者
が
あ

り
ま
し
た
。

　

同
水
仙
郷
は
、
約
７
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
斜
面
に
５
０
０
万
本
も
の
野

生
の
日
本
水
仙
が
自
生
し
、
日
本

水
仙
三
大
自
生
地
と
し
て
知
ら
れ

て
お
り
、
毎
年
多
く
の
観
光
客
が

訪
れ
て
い
ま
す
。

　

年
末
年
始
の
温
か
さ
で
例
年
に

比
べ
半
月
ほ
ど
早
く
見
頃
を
迎
え

ま
し
た
が
、
１
月
中
旬
の
寒
波
に

よ
る
冷
え
込
み
も
あ
り
花
は
良
い

状
態
を
キ
ー
プ
。
見
頃
は
２
月
上

旬
ま
で
の
見
込
み
で
す
が
、
花

の
状
態
は
日
々
変
わ
り
ま
す
の

で
、
お
越
し
に
な
る
前
に
同
水

仙
郷
ま
で
お
問
合
せ
い
た
だ
く

か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
る
開
花
情
報
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

問
灘
黒
岩
水
仙
郷

　

☎
56
・
０
７
２
０

問
商
工
観
光
課

　

☎
43
・
５
２
２
１

　

南
あ
わ
じ
市
子
育
て
力
向
上
推

進
協
議
会
が
市
内
の
就
学
前
の
児

童
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
し
た

研
修
「
家
庭
で
で
き
る
親
子
で
楽

し
む
基
礎
運
動
」
を
12
月
４
日
、

吉
備
国
際
大
学
南
あ
わ
じ
志
知

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

研
修
は
、
同
大
学
心
理
学
部
講

師
の
高
田
康
史
さ
ん
と
学
生
２
人

が
指
導
。参
加
し
た
親
子
30
組
は
、

タ
オ
ル
を
使
っ
た「
ス
ト
レ
ッ
チ
」

や
じ
ゃ
ん
け
ん
対
決
で
負
け
た
人

が
勝
っ
た
人
の
周
り
を
走
る
「
対

戦
あ
そ
び
」、
曲
に
合
わ
せ
て
振

り
付
け
を
踊
る
「
ダ
ン
ス
」
な
ど
、

親
子
が
楽
し
く
基
礎
動
作
を
身
に

つ
く
方
法
を
学
び
ま
し
た
。


